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【受賞功績の紹介】

昭和 59 年、北海道教育大学札幌分校を卒業。北海道美術協会

（道展）の会員として活動し、平成 5年以降は審査員を務める。

札幌を活動拠点としながら、作品発表の場を道内のみならず、

海外にも広げ、精力的に活動を続けている。

また、北海道高等学校文化連盟美術専門部事務局長や北海道高

等学校美術工芸研究会運営委員を務め、高校美術教育に貢献し

てきたほか、道展の 21歳以下対象美術公募展では中心的な役割

を果たすなど、後進に大きな影響を与えている。これらの活動

は、本市の文化振興に大きく貢献するものであり、奨励に値す

                    る。

【受賞者の主な経歴】 （受賞時点の内容です）

昭和５８(1983)年　　小樽市展市長賞受賞 

昭和５９(1984)年　　北海道教育大学札幌分校特別教科（美術・工芸）教員養成課程卒

業

  北海道富川高等学校教諭 

平成　３(1991)年　　北海道余市高等学校教諭 

平成　４(1992)年　　北海道美術協会（道展）会員推挙（昭和 61年新人賞、昭和 62年

佳作賞、昭和 63年会友推挙、平成 3年会友賞） 

平成　５(1993)年　　北海道美術協会（道展）審査員（以後毎年） 

平成１０(1998)年　　北海道札幌拓北高等学校教諭（現在に至る） 

平成１３(2001)年～平成１７(2005)年 

　北海道高等学校文化連盟美術専門部事務局次長 

平成１５(2003)年　　北海道高等学校美術工芸研究会運営委員（現在に至る） 

平成１７(2005)年～平成２０(2008)年 

　北海道高等学校文化連盟美術専門部事務局長 

平成２１(2009)年　　北海道高等学校文化連盟美術専門部事務局次長 



現　　　　　　在　　北海道札幌拓北高等学校教諭

  北海道美術協会（道展）会員・庶務部長


